








まとめ 

5 年間の後期死産(28週以降)児 88 例について、データを検討した結果、これらの死産児に

みられた特徴としては次のようなことが考えられた。 

1:当該保健所管内には大学附属病院をはじめとする数々の医療施設が存在し、医療施設の

質による問題はないようである。 

2:医療施設の種類による違いは大きく、28-36 週の死産は病院では少ないが、診療所では

64%と高い。病院での死産には 1500g 以下が 71%を占めるが、診療所では34%しかない。病

院では分娩中の死産は 31%であるが、診療所では 48%と多い。分娩前死産で、1500-2499g

の死産は病院における死産より診療所に多かった。 

3:死産の原因について記載が充分ではなく、記載を充分する事が、原因究明に役立ち、死

亡率低減につながる点がありはしないかと考えられる。 

4：妊娠週数に対して発育状況が良好と想像でき、原因究明が望まれるケースが 10%あり、

医療水準とか管理レベルとか、帝王切開に対する観念とか、今後の改善が期待される例が

あった。 

5:産科・小児科の連携、診療所と病院の連携が充分あれば、減少するのではないかと望め

る例が 20%もあり、今後の改善が待たれる結果であった。 


